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大
古
根
地
区
の
蓮
慶
寺
を
友
人
と
二
人

で
訪
ね
る
。
県
道
阿
久
比
半
田
線
を
南
に

進
む
。
植
大
駅
西
信
号
を
過
ぎ
、
し
ば
ら

く
行
く
と
、
右
手
前
方
に
寺
の
大
き
な
屋

根
が
見
え
て
く
る
。

参
道
の
長
い
坂
を
上
り
き
り
、
蓮
慶
寺

に
着
く
。
境
内
に
入
る
と
、
東
向
き
を
正

面
に
、
町
内
寺
院
で
は
最
大
の
本
堂
が
建

つ
。遠

く
か
ら
見
え
て
い
た
屋
根
を
目
の
前

に
す
る
と
、
す
ぐ
近
く
に
空
が
あ
る
よ
う

な
錯
覚
を
感
じ
る
ほ
ど
の
壮
大
さ
が
あ
る
。

勾
配
の
急
な
屋
根
造
り
で
、�
反
り
�
の
曲

線
が
美
し
く
、
棒
状
の
瓦
が
流
れ
落
ち
て

く
る
よ
う
だ
。

住
職
が
声
を
掛
け
て
く
れ
、
本
堂
を
案

内
し
て
く
れ
た
。

 
石  
坂  
山 
蓮
慶
寺
は
真
宗
大
谷
派
に
属
す

せ
き 
は
ん 
ざ
ん

る
。本
堂
は
文
化
八（
一
八
一
一
）年
に�
落

慶
�。
内
部
は 
内  
陣 
、 
外  
陣 
、 
大  
間 
に
分
か

な
い 
じ
ん 

げ 
じ
ん 

だ
い 
ま

れ
る
。

内
陣
中
央
に
は
本
尊
「
阿
弥
陀
如
来
」

が
置
か
れ
る
。
上
を
見
上
げ
る
と
、
屋
根

付
き
ド
ー
ム
球
場
の
よ
う
に
天
井
が
膨
ら

む
。「
二
重
折
上
げ 
小  
組  
格  
天 

こ 
ぐ
み 
ご
う 
て
ん 
井 
」
と
呼
ば

じ
ょ
う

れ
る
珍
し
い
建
築
様
式
が
使
わ
れ
る
。

外
陣
は
狭
く
、
広
い
大
間
は
門
徒
が
集

う
�
道
場
�
で
、
四
隅
に
は
ケ
ヤ
キ
の
太

い
丸
柱
が
立
つ
。

「
こ
の
寺
の
建
造
に
は
『
横
松
大
工
』

が
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
最

近
分
か
り
ま
し
た
」
と
住
職
。

本
堂
や
大
門
（
山
門
）
再
建
の
棟
札
に

は
、
知
多
地
方
の
山
車
造
営
に
深
く
関

わ
っ
た
横
松
大
工
の
名
が
残
る
。
本
堂
の

大
工
棟
梁
は
「
横
枩　

清
兵
衛
」、
大
門
再

建
棟
梁
に
は
「
横
松　

江
原
新
助
」
の
名

が
記
さ
れ
る
。

横
松
大
工
は
、
神
社
や
仏
閣
の
建
築
を

主
と
し
た「
堂
宮
大
工
」。
木
組
み
だ
け
で

造
り
上
げ
る
卓
越
し
た
技
術
は
非
常
に
評

価
が
高
い
。
江
原
新
助
は
明
治
二
十
四
年
、

半
田
市
亀
崎
「
潮
干
祭
」
で
海
浜
に
曳
き

下
ろ
さ
れ
る
石
橋
組
の
山
車
「
青
龍
車
」

の
建
造
（
明
治
二
十
四
年
）
に
携
わ
っ
て

い
る
。

「
身
近
に
、
す
ご
腕
の
大
工
さ
ん
が
い

た
こ
と
を
意
外
と
皆
さ
ん
知
ら
な
い
で

し
ょ
。
後
世
に
名
を
残
す
横
松
大
工
の
手

が
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
寺
の
自
慢
で
す
。

本
堂
建
立
か
ら
二
百
年
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

傷
み
が
目
立
ち
、
修
理
が
必
要
な
ん
で
す

よ
」。古
寺
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
い

う
住
職
の
言
葉
に
力
が
こ
も
る
。

本
堂
を
後
に
す
る
。
境
内
の
鐘
楼
堂
を

眺
め
友
人
が
言
う
。「
お
寺
の
鐘
を
お
も

い
っ
き
り
鳴
ら
し
て
み
た
い
で
す
」。「
ど

う
し
て
？
」。「
な
ん
と
な
く
で
す
。
秋
だ

か
ら
で
す
か
ね
え
」。「
え
ぇ
？
…
」。

“反り”の曲線が美しい蓮慶寺の屋根

天井が膨らむ“格天井”
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